
じ
て
近
世
久
留
来
、
梛
河
、
颪
岡
、
秋
月
、
小
食
等
諸
藩
の
吏
料
な
そ
の

擦
る
と
こ
ろ
の
原
形
に
從
っ
て
或
は
編
年
膿
に
或
ぱ
志
表
の
幾
に
集
め
最

後
に
明
治
初
年
の
建
治
吏
料
な
添
へ
て
る
る
。
か
く
て
そ
の
牧
錐
す
る
と

こ
ろ
に
、
固
夫
々
欄
立
の
史
料
で
に
あ
る
が
ま
ね
杢
編
な
麺
護
す
れ
ば
自

ら
縣
史
浩
箪
の
概
要
た
知
る
な
得
し
む
ろ
や
う
心
ゼ
ら
れ
カ
も
の
・
如
く

で
あ
7
ろ
。
從
っ
て
例
一
へ
固
μ
五
條
家
轟
又
漁
規
に
就
い
て
も
現
山
仔
三
甲
日
数
十
・
蓮
－
全

郡
な
載
ぜ
る
こ
と
な
な
さ
す
恩
給
特
に
重
要
な
る
吏
實
に
關
係
あ
る
も
の

㌧
み
為
選
ん
で
之
た
年
代
の
瀬
に
配
し
、
そ
の
内
容
關
係
事
蹟
に
就
い
て

届
擶
目
串
な
ろ
解
説
た
加
へ
、
ま
れ
近
継
「
筑
諦
樹
葉
田
由
幽
面
高
溶
々
指
趨
鴇
鯛

之
帳
ハ
金
吾
中
納
言
殿
の
時
之
分
）
し
、
「
人
畜
御
膳
帳
（
元
和
八
年
）
し
等
の

記
鋒
た
牧
め
る
に
も
之
を
「
天
正
年
問
筑
前
古
謡
栂
田
畠
高
」
、
或
ぱ
コ
靖

和
八
年
朧
前
の
戸
口
調
査
し
等
と
題
し
て
之
た
現
今
の
統
誹
表
の
如
き
形

に
整
理
し
て
一
脆
禰
互
の
比
較
を
容
易
な
ら
し
む
る
様
の
方
法
な
討
ひ
て

る
る
り

　
惟
ふ
に
近
畔
郷
土
主
義
の
唱
導
流
行
と
祁
侯
っ
て
塊
方
に
於
い
て
縣
爽

郡
史
等
の
編
纂
さ
れ
る
も
の
は
そ
の
数
極
め
て
多
い
。
然
も
そ
の
探
ろ
所

の
方
法
燈
例
等
に
於
い
て
に
未
だ
容
易
に
以
て
一
般
の
準
櫨
と
す
ろ
に
足

う
が
如
き
も
の
奄
見
禺
し
え
な
い
や
う
で
あ
ろ
。
或
に
古
き
地
方
誌
の
型

式
た
守
っ
て
地
理
、
政
治
、
経
瀦
、
教
育
、
風
俗
等
諾
の
編
の
申
に
強
ひ

て
關
細
帯
項
葎
捨
び
集
め
、
或
ぱ
ま
乳
偶
然
な
ろ
無
料
の
春
潮
に
左
右
さ

れ
て
羅
臼
輕
短
簡
繁
の
當
を
失
す
る
も
の
が
多
い
。
罰
し
て
か
・
ろ
困
難

為
知
ろ
も
の
匿
寧
ろ
資
料
そ
の
も
の
・
蒐
集
と
整
狸
と
た
以
て
姑
く
編
纂

に
代
へ
よ
・
り
と
訣
ッ
る
O
A
コ
、
車
種
縣
覆
革
脳
旧
に
こ
の
麓
ザ
三
の
漕
一
な
漁
伊
ろ
も
の

一じ7．，

荊1

介

と
い
ふ
べ
く
、
ま
糞
そ
の
地
方
の
事
情
に
勘
へ
て
然
ろ
べ
き
こ
と
と
思
に

れ
る
。
六
ず
本
書
が
「
古
代
よ
り
も
近
代
に
重
き
な
羅
き
治
観
興
亡
に
闘

す
ろ
資
料
よ
り
も
民
政
に
慣
す
る
資
料
た
多
く
搬
錐
」
す
る
こ
と
為
書
日

と
し
穴
が
爲
と
ぱ
い
へ
、
、
、
の
縣
が
特
、
」
他
の
い
つ
れ
の
縣
と
も
異
っ
て

そ
の
誇
と
す
べ
く
、
我
々
も
亦
翰
取
も
澱
唯
心
な
寄
縛
ろ
班
の
、
大
宰
府
…
存
中

と
ぜ
る
時
代
に
就
い
て
蛤
ど
何
等
の
重
要
な
る
史
料
な
も
載
せ
て
み
な
い

の
ば
如
侮
で
あ
ら
う
か
。
考
古
學
的
資
料
に
姑
く
之
た
お
く
と
す
う
も
丈

献
上
の
資
料
ロ
努
め
て
之
な
綱
賊
す
る
様
あ
り
重
く
、
少
く
と
も
宣
代
編

年
史
料
な
何
が
故
に
持
統
覇
に
と
y
め
て
之
た
六
野
史
の
奄
立
代
に
ま
で

及
ぼ
さ
な
か
つ
乳
か
ほ
淘
に
了
解
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
六
中
世
に

於
て
も
元
勉
に
面
す
る
吏
料
の
如
き
必
ず
し
も
六
ゾ
活
観
興
亡
に
關
す
る

事
項
と
の
み
に
言
ひ
難
い
で
あ
ら
う
。
尤
も
そ
れ
ら
は
い
つ
れ
も
第
二
瞬

以
下
に
於
い
て
常
然
探
牧
ぜ
ら
れ
よ
う
こ
と
」
に
察
ぜ
ら
れ
る
が
、
官
臨

の
事
業
と
し
て
調
査
や
蒐
集
の
上
に
特
に
多
く
の
便
宜
を
府
ゼ
ら
れ
ろ
の

で
あ
る
か
ら
、
特
に
包
括
的
に
し
て
偏
由
な
き
た
期
ゼ
ら
れ
糞
い
と
黒
ふ

発
鋼
八
〇
五
頁
、
悪
運
三
葉
、
地
墨
三
葉
、
鵜
㎎
縣
庶
務
課
幾
行
、
定
岱

金
主
圓
）
　
〔
柴
田
〕

囎
京
都
府
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
第
＋
三
冊

　
山
暴
都
由
肘
史
楓
川
勝
地
保
准
兼
次
ロ
員
會
の
昭
和
五
・
山
脚
爾
」
牛
度
の
闘
副
沓
一
の
成
旧
㎎

為
公
表
ゼ
る
も
の
、
史
蹟
の
都
ぱ
、
京
都
市
「
清
瀦
院
」
、
乙
訓
郡
「
窮
束

師
川
」
、
綴
喜
郡
東
菊
蕨
灘
闘
。
山
瀧
寺
遺
蹟
」
、
伽
佐
郡
「
桂
林
寺
」
、
與

　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

鰍
郡
「
羅
海
里
・
翔
吉
淋
祉
と
天
長
慶
し
、
熊
野
郡
「
迎
接
寺
し
、
京
都
市
祇

策
十
七
谷
　
第
四
號
　
　
七
〇
七

（　IS5　）



報

園
町
古
銭
出
土
地
の
九
項
目
に
護
り
、
塁
審
委
艮
佐
藤
虎
雄
・
向
贋
淳
郊
・

柴
聞
實
三
氏
の
執
叢
に
係
ろ
。

　
前
諸
燈
の
盤
裁
に
微
っ
て
、
霧
眞
實
議
員
を
朧
冨
に
旧
び
、
記
事
の
明

確
矩
期
し
て
み
る
が
、
就
中
東
車
蕨
庭
醐
ほ
建
築
池
爾
に
關
し
て
も
昏
專

門
學
活
の
報
告
塑
併
載
し
て
、
綜
合
的
見
地
か
ら
聖
蹟
と
し
て
の
債
餓
が

鮮
明
に
ぜ
ら
れ
て
る
る
Q

　
又
今
a
退
韓
し
て
史
蹟
と
し
て
の
鍵
定
的
素
材
の
漣
滅
し
て
了
う
た
清

和
院
、
仙
術
活
用
ぜ
ら
れ
て
趾
と
ロ
構
ぜ
ら
れ
す
、
そ
の
爲
に
斯
界
の
注

意
を
惹
い
て
み
な
い
鰐
束
硯
川
に
就
い
て
、
博
く
認
錐
な
探
り
、
既
等
の

吏
蹟
の
内
に
秘
め
ら
れ
た
歴
史
的
意
義
を
前
景
に
抽
籍
し
て
、
明
確
に
此

を
肢
蓮
し
て
み
る
の
ば
、
京
都
府
が
古
來
我
國
交
化
の
申
櫃
地
と
し
て
、

古
丈
献
の
逡
存
す
る
も
の
多
昏
・
に
基
く
と
ば
云
へ
、
そ
の
勢
や
患
ふ
べ
く

吏
｛
蟻
壁
彰
の
臼
的
よ
り
見
丈
注
臼
す
べ
き
報
止
口
で
あ
る
。
　
「
本
丈
凶
六
倍

版
｝
四
五
頁
、
鋼
版
玉
二
葉
、
京
都
府
剃
、
罪
贅
贔
し
　
〔
赤
松
〕

第
十
七
巻
　
第
闘
號
　
　
七
〇
八

桑
　
　
　
報

一

匹

醗
敵
今
西
博
士
著
作
欝
録
塘
補

朝
鮮
寺
刹
皮
料
な
紹
介
す

関
鍵
簸
解
題

朝
鮮
智
異
山
藥
臓
寺
隷
趨
に
つ
き
て

高
麗
善
贅
國
尊
一
然
に
つ
き
て

正
徳
刊
本
三
國
酷
刑
に
嘗
て

樂
浪
二
方
に
つ
き

順
庵
安
鼎
瀟
瞬
筆
の
著
述
潮
録

全
羅
北
端
概
郷
地
閥
族
行
慰
書

佛
教
史
學

岡
　
，

同藝
　
　
丈

典
籍
の
研
究

丈
敏
の
朝
鮮

京
城
雑
筆

丈
教
の
朝
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
閃
回
十
山
一
鞭
　
　
第
｝
甑
十
八
舳
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
六
十
一
號
第
六
十
三
醗

磨
作
金
痩
信
亭
濟
甑
碑
文
と
扶
簸
　
　
朝
鮮
及
瀧
淵
　
昭
和
四
年
六
月
號

新
羅
圓
光
法
師
傳
　
　
　
　
　
思
想
と
坐
活
昭
和
四
年
七
月
號

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
、
チ
ヨ
ー
マ
、
ケ
ロ
エ
シ
傳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
鮮
及
浦
洲
　
昭
釈
四
年
七
月
號
入
月
號

百
濟
史
講
話
ハ
未
定
稿
）
　
　
　
　
　
　
丈
教
の
朝
鮮
　
第
五
十
九
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
山
ハ
志
1
七
號
　
第
「
七
十
｝
血
號
　
　
第
七
・
丁
七
噛
鷲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
七
十
八
號
　
第
七
十
九
號
　
策
八
十
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
入
十
…
號

一
編
　
九
號

一
編
十
號

二
野
八
號

九
年
七
號
八
景

第
五
搬
第
六
號

第
四
十
一
號

昭
和
四
年
五
月
號

錦
四
十
五
號

　
　
　
　
の
へ
　
　
　
き
ヒ

　
　
　
ゴ
ヲ

　
　
　
μ
賭
ブ
唖
砺

（1sり


